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現代の生涯教育政策理念についての一考察
? ?
脇 陽
抄録
今日のわが国の生涯教育政策理念のうちで鍵となる用語は「生涯学習j (life!ong 
!earning) であるが，一般には「生涯学習・社会教育」と並置されて使用されてい
る。高等教育の大衆化は，人びとの学習要求の高度化をますます呼び覚ますことにな
り，社会教育における教育要求に増大に対応していくために r成人教育j，r生涯教
育j，r継続教育j，rリカレント教育j，r地域社会教育j，r学習社会j，r万人対象の生
涯教育」といわれるさまざまな取り組みが行なわれてきたのである O したがってこの
小論では，これらの学術語の意義を分析して，その基礎にある原理を考察しようとす
るものである O
キーワード:成人教育，継続教育，生涯教育， リカレント教育，地域社会教育，
学習社会，万人対象の生涯学習
成人教育と成人の教育
「成人教育j (adu!t education) と「成人の教育j (education of adu!ts) という用語は同じ意
味の用語と思われているが，必ずしもそうではない。例えば英国では「成人教育」は自由教養
教育 (libera!education) を意味し 中産階級の人びとの余暇活用教育を示しているのであ
る。それゆえ成人教育はこの場合には完結教育であり，成人の余暇時間における知識や趣味を
促進し拡充してしぺ教育を示すのである。そうなると成人教育は成人期に行なわれて，そこで
完結する教育ということになるのである。その場合には成人教育は教育の周辺部に位置づけら
れることになる。英国の地方教育当局が提供している大学開放(ユニヴァーシティ・エクステ
ンション)は余暇時間に行なわれている O 余暇活用教育であるから，創造的芸術や体育活動や
家事技能習得活動と同じものとして取り扱われることになる O したがってそれは職業教育では
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なくて，学習を楽しむ活動，レクリェーション活動になるのである。自由教養教育は特定の実
益を目的としないから，学習の結果についてはあまりとらわれないことになるのである。
しかし英国では放送大学が活発に運営されている O 放送大学による余暇活用教育は相当な成
果をあげている。その学宵者は生産的な学問活動に従事して学院も取得しているのである。し
たがってそれは成人が社会において自由形態で行なう学習活動であるということになる。この
ような放送大学のように大学での学位取得を目的とする成人対象の教育と，中産階級の人びと
の余暇活用のための自由教養教育とは区別することが必要である。
成人教育は成人に適した自己決定的学習方式で行なわれる教育過程であるといわれている。
しかしそのような学習方式にのみ着眼しているならば，もし青少年であっても自己決定的学習
方式で学習活動をしている時には，成人教育に参加しているということになってしまうのであ
る。そこで成人の条件として，心身の成熟と豊かな生活経験と年令が20歳以上と L寸条件が加
えられることになるのである。しかしこの場合にも成熟と経験の質が問われることになる。教
育が学習者の人格を意図的・計画的に発達させてしぺ過程であるとすれば，成人の特質とは成
人がその年令に相応しい責任を遂行する社会的地位のある人ということになる O ここでは年令
が20哉という成人年令に到達していることが決め手になり，成熟面からみて必ずしも成人の水
準に到達していなくても，成人とみなすということになるのである。かくして成人教育は学習
者の成人性という点で，その他の教育とは異なる特質をもつことになるのである O
米国の成人教育学 (andragogy)の提唱者ノールズ、 (Knowles，M. S.) は，成人に相応しい振
る舞いをしており，自分自身で成人として自覚しているならば，成人とみなすというのであ
るo (1， 30)実際には成人期と青年期には移行期もあるし，連続した時期もあるし，いずれ
の時期にもあてはまる重なり合った時期もあるということになる O とにかく個人が社会的に責
任のある地位を担当できるだけの心身の成熟に到達している場合にのみ，その個人は成人であ
るということになる。
成人教育とは成人の学習過程であり，成人の特定の目的達成のために多様な施設等で行なわ
れる組織的教育活動であり，社会教育実践である O この「成人教育」と「成人の教育」とは厳
密に区別することは困難であるので，.義務教育後教育J (turther education) と包括的に呼ば
れることがある。しかしその場合には成人という言葉が持っている豊かな含蓄が消えてしまう
ことになる。そこで成人の特質とは自他ともに成人として認められるほどの社会的地位の役割
を遂行できるだけの心身の成熟段階に到達しているということになる。そうすれば「成人教
育」とは成人の特質を持った人びとが遂行する学習過程であるということになる O ただし英国
では「成人教育」という場合には自由教養教育という枠組みで使用されることがあるので，
「成人教育」と「成人の教育」とは区別して使用するのがよいのである，.成人の教育」は成
人が行なうあらゆる教育過程や，自由教養教育や一般教育や職業教育のいずれを問わず，人生
初期教育から始まって義務教育後教育としての継続教育や大学等での高等教育を除く，あらゆ
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る成人段階の教育を含めることができるのである。
フランスでは成人教育は民衆教育 (educationpopu!aire) と呼ばれているが，ユネスコの
「生涯教育J (life!ong education) に相当する，.恒久教育J (education permanentりとし寸用語
が使用されることもある。日本では明治時代から大正前期まで「通俗教育」と呼ばれていた
が，主として青少年対象の青年団等の思想善導的な杜会教化を目的としていた。大正10年
(1921年)に「社会教育」という用語が最初に登場する。それ以後，政府は成人教育講座や講
演会や講習会などの組織的な成人教育にも力を注ぐが，依然として主力は青少年対象の思想善
導的な社会教化であった。昭和 4年 (1929年)に丈部省社会教育局は青年団，婦人会，在郷軍
人会，宗教団体を総動員して戦争準備のための「教化総動員運動」を全国的に展開するように
なった。
第2次世界大戦後の昭和22年 (1947年)に教育基本法， 24年(1949年)に社会教育法， 25年
に図書館法， 26年に博物館法が制定された。日本の「社会教育」とは，明治初年から既に学校
教育が出現し，普及発展した後での学校教育に対するものであったから，学校の教育課程とし
て行なわれる教育活動を除いて，主として青少年および成人に対して行なわれる組織的な教育
活動であり，体育とレクリェーションの活動を含むものであった。とりわけ社会教育施設とし
ての公民館は，住民の生活の中から生じる必要課題や個人の要求課題をめぐって，その達成や
援助をするために意図的・計画的な教育活動を展開してきているのである。ところで日本の社
会教育では，単に成人だけではなくて，青少年対象の学校外の教育施設や団体の活動も含まれ
ているのが特色である。したがって，日本の「社会教育」とは正確には「学校外青少年教育・
成人教育」ということになるのである。英国の「成人の教育」と米国の「成人教育」は似てい
るが，それらとフランスの「民衆教育」やドイツの「成人教育J (Erwechs印刷!dung)や日本
の「社会教育」ということばには微妙な濃淡の意味の違いがあるが，それはそれぞれの国家に
おける歴史的伝統や，社会的な，また文化的な背景が異なっていることから起こったと見るこ
とカfできるのである O
2 生涯教育
人生初期完結型教育では現実の杜会の教育要求に対応できなくなったために，生涯教育
(life!ong education) という新しい教育政策理念が登場してきたのである。生涯教育では教育
過程は児童期から全生涯を通じて継続して行なわれることになる。国際的な教育政策理念とし
ての生涯教育は国際連合教育科学丈化機構(ユネスコ)によって提唱されたのである。しかし
生涯教育の基本原理は米国の教育学者テゃユーイ (Dewey，1. 1859 -1952) の「民主主義と教
育」の中ですでに考察されていたのである O 民主主義社会とは構成員の関与によって統ーされ
た経験の総体であり，そこでの成員聞の共通理解は相互の意思交通によって成立するというの
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である O 教育は社会の必要から生ずるのであり，社会の共同生活や共同経験によって教育さ
れ，個人の成長は民主主義社会を発展させていくことになるのである。教育は個人による社会
の経験の再構成であり，再組織なのであり，それによって，社会は常に発展していくことにな
るのである。それゆえ教育は個人が学校を卒業した時に終了するというものではないというの
である。
学校制度の目的は個人の成長を保証する能力を組織化することによって，教育の継続を保証
することである O 個人が生活から学習したり，万人が生活過程の中で学習する生活条件を作り
出すことが，学校教育の優れた成果なのである。
生活とは成長を意味する。生きている人間はいずれの生活の時期や段階においても，生活の
充実と要求とをもって，積極的に生活に関与して生きていくのである。それゆえ教育とは生活
の成長や快適さを保証する仕事なのである。教育は豊かな充実した生活の基礎条件であり，決
して人生初期の児童期にだけに限定すべきものではないというのである。
英国ではスミス (Smith，L.)が1919年に成人教育は一部の人びとだけのものであってはなら
ないし，成人前期教育だけに限定しでもいけないというのである。成人教育は国民の必需品で
あり，公民権の裏付けになるものであるというのである O
第 2次世界大戦後にユネスコのラングラン (Lengrand，R.)が「生涯教育」を提唱し，広く
国際的な教育政策理念として認知されることになる。フォール (Faure) も1972年に教育は人
間の生涯を通じて普及されなければならないというのである O なぜなら教育は経済成長の推進
力になるからである O
1976年に米国では「生涯学習法」が制定された。これは1977年から82年までの 5年間にわ
たって毎年4，000万ドルを生涯学習事業に支出するようにしたのである O しかしその後は国家
財政の赤字克服のために生涯学習事業は，北欧諸国を除いて，不振の状態に陥っている。しか
しエルダーホステル運動のように生涯学習活動が活発になってきていることもある。
21世紀の生涯学習社会では，各人はすべての生活周期，乳幼児期，児童期，青年期，成人
期，高齢期の全期間にわたって利用できる教育制度へ移行していくことが必要になってきたの
である O これが「生涯教育の垂直的統合J (2-10) と呼ばれるものである。また地域社会の
中のさまざまな社会教育施設や，地域社会の潜在的な教育資源の活用を図っていくための学校
教育と生活との連結が「生涯教育の水平的統合J (2 -11) と呼ばれるものである。
ダブ (Dave，R. H.) は生涯教育とは個人と集団の生活の質を向上させていくために，個人の
生涯にわたって，個人的な，社会的な，また職業的な発達を完成させてし=く過程であるという
のである。(1-34) それに対してローソン (Lawson) はそれでは教育をあまりにも広く包括
的に捉えすぎているために，かえって学者のような人が本職の学問をやるような活動と区別す
ることができなくなってしまうというのである O したがってここでは，生涯教育を学習者が生
涯のいずれの時期におしhても行なうような，人間性の尊重に基づいた意図的，計画的な学習と
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理解のための活動であるというように捉えることにしたのである。そうなると生涯教育をもっ
と具体的に捉えるために，次に継続教育とリカレント(学校と職場の相互循環)教育と地域社
会教育を取り上げて考察することが必要になるのである。
3 継続教育
「継続教育J (continuing education) とし寸用語は，-生涯教育」とし寸用語とほとんど同じ
意味で使用されることが多いのである O フランスでは「恒久教育J (education permanente)が
「生涯教育」または「継続教育」の意味で使用されている。英国では継続教育は「義務教育後
教育J (further education) とほとんど同じ意味で使用されている。
1976年にベナブル (Venables) は継続教育とは全日制義務教育の卒業後に履修可能なすべて
の学習機会であると定義している O 継続教育では全日制または定時制の，職業的または非職業
的な学習が行なわれるのである。人生初期教育は通常は義務教育よりも長期にわたって継続し
て行なわれる。その結果，継続教育は多くの人びとによって，人生初期教育の時期に開始され
ることになるのである。したがって継続教育とは「人生初期教育後教育J (post-initial 
education) (1 -36) ということになる。生涯教育の場合には人生初期教育と人生初期教育後
教育の両方を含むから，継続教育は生涯教育からみると，人生初期教育後教育の部分だけとい
うことになる O
継続教育の形態は， [第l図〕に示すようにA，B， Cの3つに分類することができるので
ある。
Aは定時制継続教育であり， BとCの合計よりは頻度が少ないのである。
Bは全日制・定時制継続教育であり， Aよりも頻度が少ないのである。
Cは断続制継続教育であり，実際に頻度が最も多いのである O
lZ多zzzzz4
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ところで継続教育は必ずしも義務教育後教育とは全く同じものではないのである。なぜなら
義務教育後教育は義務教育後段階の教育であるが，必須の人生初期教育後教育ではないからで
ある O 他方の継続教育は高度の専門職業教育を含んでいるのである。義務教育後教育は通常は
職業前教育と職業教育と学問的教育であるが，原則として公的認定や公的免許状授与は直接の
目的とはしていないのである。
したがって継続教育は厳密には義務教育後教育・専門教育ということになるのである。そう
なると英国の継続教育と米国の成人・継続教育との違し刈土どこにあるか。成人教育は定時制の
余暇活用教育や趣味・稽古等技能教育を含んでいるが，-成人の教育」よりは専門化している
のである O それゆえ継続教育は個人や社会や経済や職業の各領域の教育を含めているので，実
際には「成人教育」よりも「成人の教育」により近いということができるのである。
英国の政府は人材育成事業審議会の答申に基づいて就職前継続教育と現職研修継続教育に対
して財政援助を行なってきた。しかしそれは国家の総合的継続教育計画というよりも，むしろ
失業対策という臨時的措置による事実であったと考えられるのである O それゆえこの場合の継
続教育は労働教育対策事業という性格を持っているのである。
かくして継続教育は人生初期教育後教育であるとともに，専門職業領域での職業技術の発達
に対応していくための職業再訓練教育も加わることになったのである O そうなると継続教育は
就職後または有志奉仕活動従事後の人間の諸能力の発達を促進し支援していくことになる。さ
らに継続教育は現職研修や昇進研修や最新職業技術情報教育も行なうことになる O 今日では継
続教育は最近の日進月歩の科学技術の進歩に伴う高度な科学技術教育を含むようになっている
のである O そこでは一般教育や就職準備教育は除かれることになり 職業界での指導力訓練や
個人，財務，人的・物的資源の管理能力の改善を促進していくことになるのである。継続教育
の内容は専門職業，技術，指導力の現職研修と同等のものになるのである。
英国と米国における継続教育は職業教育においては人生初期教育後教育に制限する傾向がみ
られる。大学，技術系単科大学，継続教育・高等教育の専門教育部は専門職業の継続教育を提
供するようになっている。そのために，これらの専門職業の継続教育機関における相互間の競
争や財務や単位認定をめぐる問題が起こってきている O 継続教育においても関係機関の間で
「優勝劣敗の捉」が支配するとすれば，国家による調整機能が必要になってくる O しかし国家
による厳しい公的規制は継続教育の順調な発展を阻害する危険があると考えられるのである。
したがって継続教育は職業教育からみると人生初期教育後教育ということになる O 実際に継
続教育は専ら職業的継続教育となっており，その路線で拡充され発展しているのである O しか
し継続教育が職業教育の発展に集中しているとし寸姿勢そのものが，政治的には保守主義とな
り，現状維持に甘んじていることになるのである。そこから継続教育の草新的な動きとして，
リカレント教育が登場してくるのである O
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4 リカレン卜教育
「生捷教育」がユネスコによって採択された用語であるのに対して 1リカレント(職場・
学校間循環)教育 (recurrenteducation) は経済協力開発機構 (Organizationfor Economic 
Cooperation and Davelopment，以下OECDと略す)が採択した用語である。英国では1960年代
の後半期からパーム (Palme.O.) や，また1970年代の中頃からリカレント教育教会の出版物
に，この用語が見られるようになる。リカレント教育とは「学校と社会の聞を交互に循環する
やり方での個人の生涯を通じての教育の普及J (1 -40)である O それゆえリカレント教育は
さまざまな理由によって，人生初期に妨げられた教育を再開したいと望む成人を対象とした定
型的・制度的な全日制の教育なのである。
リカレント教育の 2つの形態は， [第 2図〕に示す通りである。
〔第2図〕リカレン卜教育におけるこつの型
(a) 
全日制
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人生の各段階
(a)はリカレント教育が全日制で行なわれることを示している。
(b)はリカレント教育が全日制または定時制で行なわれることを示している O
リカレント教育の第 1の原理は，個人は自分の生涯にわたって特定の定型的・制度的教育を
受ける権利を持っているということである O これは個人が人生初期教育期間において自己の人
格形成途上期のすべての期間を充当する必要はないということである。またこれは就学の機会
均等とともに就職の機会均等にも関連しているのである。それゆえリカレント教育は生涯教育
の急進主義的戦略とも見られるのである。
継続教育では社会からの教育上の必要課題や個人からの学習上の要求課題に対応して，ぱら
ぱらの相互に関連のない教育が提供されるのに対して，リカレント教育では伝統的な義務教育
後教育と現職研修と成人教育の 3つが提供されるのである O リカレント教育は急進主義的な教
育改革理論というよりも，むしろ現代社会における急激な科学技術の革新に対応した教育理論
として見るのが妥当である。とりわけリカレント教育における授業と学習の目標や内容や方法
「 ? ?? ?
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からは生徒中心であり，総合化という傾向が見られるのである。
リカレント教育の第 2の原理は，個人が全日制教育を人生後期の時代に受けることができる
ということである O これは社会的に有給教育休暇制度 (paided ucatinal leave) を伴うことに
なるのである。なお有給教育休暇制度は法律上の権利として位置づけられるのか，それとも雇
用関係での労働者と使用者の労使交渉の結果によるものなのかということについては，それぞ
れの国情によって異なるのである。
フランスでは1960年代から既に各企業は労働者の 2%まで、はいつで、も休職処置を取り，賃金
支払いの額の 1%を支出することと，また1976年までにそれを 2%に引き上げて従業員に支払
うという法律が制定されたのである O 国際労働機構 (InternationalLavour Orgenization以下
lLOという)は1974年に有給教育休暇制度との立法と実施を加盟諸国に要請しているのであ
る。
英国ではキリーン (Kileen) とバード (Bird)の調査(1 -43) によれば， 1976年から77年
までの期間において全労働者の15%から20%までの人が有給または補助金支給の教育休暇を利
用しているのである。企業経営者団体が組織した調整では，受講者 1人当たり 6日間，またそ
の他の講座では受講者 1人当たり 12日間の教育休暇を利用しているのである。ただしこれらの
有給教育休暇は必ずしも公平に機会が与えられているとはいえず，年長労働者よりも年少労働
者の方が研修に出席する機会が多くなっている O 講座の内容は職業に関係したものが多く，研
修の最終目的は資格取得に結びついているのが多いので、ある。いずれにせよ，英国ではリカレ
ント教育よりも継続教育が一般には普及しているのである O
リカレント教育には，それがすべての教育制度改革の戦略として見る急進主義的立場と，そ
れよりも生涯教育の実施のための具体的措置として見る保守主義的立場とが対立している。し
かしいずれの立場においても，教育は人生初期教育以後においても継続していかなければなら
ないということと，万人が生涯教育の権利を持たなければならないということと，また政府が
万人の生涯教育を保証する措置を取ることが必要で、あるということは，共通に認められている
のである。
5 地域社会教育
(1)地域社会 (community)の意義
地域社会教育 (communityeducation) とは何かを考察するにあたっては，地域社会の意味
を解明しておくことが必要である。 19世紀のドイツの社会学者テンニース (Tonnies，F. 1. 
1855-1936) は，個人的で持続的な，血縁と地縁を中心とした地域社会(ゲマインシャフト)
から一時的で表面的な，職縁等を中心とした人間関係の利益社会(ゲゼルシャフト)へ変化し
ていくという社会の歴史的発展段階論を提唱したのである。地域社会では，個人間の人間関係
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は親密であり，特定の限られた地域の内部で形成されることになる。しかし農山漁村社会から
都市社会へ移行していくにつれて，個人間の持続的で濃密な人間関係は疎遠になり，構成員の
流動化も激しくなって，やがて消滅していくことになるというのである O そのために今日の都
市化した利益社会 (assosiation) に住む人びとの潜在意識には，逼か彼方に去ってしまったド
イツの「郷土J (Heimat)や，日本の「故郷」への郷愁がそこはかとなく，心のひだとして刻
みこまれているのである。
今日のように物が豊かになればなるほど，心が貧しくなってし寸時代においては，人間の価
値や人間性の価値はますます見直されるようになり，地域社会の復興が叫ばれるようになって
きたのである。
第2に，地域社会には特定の場所(修道院など)において共同生活をする人びとの集団とい
う意味がある O そこでは地域社会生活の価値が重視されるのである。特定の地域において人び
とは人情味のある仕方で相互に活動しあうのであるが 地域社会とは別の場所との境界線は厳
重に引かれることになるのである。
第 3に，地域性とか特定の地域の人びと，たとえば大阪人とかパリ娘とかロンドン市民を示
すことがある。さらに広義には「壁の外」を意味することもある。例えば「地域看護婦」とい
う用語は病院の外来患者専門の担当看護婦ということになるのである。
したがって地域社会教育とし寸用語は複雑な意味を内包していることになる O それゆえここ
では地域社会教育を，地域社会活動または地域開発教育と，地域社会の教育と，壁の外での教
育という 3つに区分して考察する。
(2)地域社会活動または地域開発教育
地域社会活動とは地域社会において住民が共同して生活の安全確保と地域社会体系の維持の
ために行なう活動である。地域生活上の問題解決な行動と維持向上的な活動に分類されるもの
である。前者はコミュニティの存続と安全をめぐる内外の危機や不安に対抗して展開されるも
のである。後者はコミュニティにおける地域社会再生産のための日常的活動である。
地域開発 (communitydeve!opment) とは1950年代に発展途上国の社会開発計画を進めるた
めの基本的枠組みとして国際連合によって提起され，その後，先進諸国の開発計画にも広い影
響を及ぼしたのである O
この立場の代表者はブラジルの教育学者パウロ・フレイレ (Freire.P.， 1921一 )である。
プレイレは教育は決して中立ではありえないと主張し そのような思想をラテン・アメリカ諸
国における非識字者と貧困者の社会問題を背景として体系化したのである。かれは「被抑圧者
の教育学」のなかで抑圧され，非人間化され，.沈黙の文イヒ」のなかに埋没させられている民
衆が，民衆の苦悩と希望を共有することによって自らの人間化を求めようとする「急進主義
者」の協力を得て，対話や集団討論という学習によって自らと他者，あるいは現実社会との関
係性を認識し意味化する力を獲得しながら，自らと他者あるいは現実世界との関係を変革し人
??。 。
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開化しようとする自己開放と同時に相互開放の実践を主張したのである。 (5-1)かれの思
想は過去20年から30年間にわたって，ラテン・アメリカ諸国において支配的であったキリスト
教神学と実存哲学とマルクス主義思想、を融合したものである。かれの思想、は第三世界が直面し
ている状況のなかで発展してきたのである。かれによれば(1←46)，教育は学習者を間違っ
た意識から解放し，また自己が置かれている社会状況を批判的に認識させていくことが必要で
あるというのである O 学習者は，自己の社会的現実を明確に認識することを妨げている支配的
特権階級が産み出した神話を拒否しなければならないのである。神話からの脱出過程の経験に
よって，学習者は幸福な社会の創造のために世界へ行動していかなければならないのである。
かれは教育は中立過程であるというように考える人びとを批判する急進主義の立場を取ったの
である。
フレイレと同じ立場の英国の教育学者ロベット (Lovεtt) は，英国の都市地域調査の結果，
地域社会活動における成人教育者の役割は労働者階級に効果的な教育を提供することであると
いう。その結果，労働者階級の人びとは教育の利益を十分に受けることができるようになると
いうのである。しかしニューマン (Newman)はそれに対して慎重な姿勢を示しており，成人
教育者は地域社会活動者にどんな活動をしていくべきかを教えることができるように養成され
なければならないが，実際には地域社会活動に参加すべきではないというのである。これは成
人教育者と地域社会活動者の本来の職務の違いを意識したものと考えられるのである O
(3)地域社会の教育
地域社会の教育ではコミュニテイ・カレッジ (communitycollege)が定型的・制度的教育に
相当している C 英国ではモリス (Morris.H.)が第 2次世界大戦前にケンブリッジ州でのコ
ミュニテイ・カレッジの創設責任者であった。英国では教育福祉複合事業施設としてマンチェ
スター市のアブラハム・モス・センタ一等がある。これらの教育事業の中心的理念は，学校は
地域社会の成人教育活動の拠点でなければならないということである。
地域社会の成人はだれでもが，これらの教育施設の講座等に出席できるように行政上の措置
をしておかなければならないのである。地域社会の教育は，全面的に生涯にわたる経験とし
て，家庭や地域の近くの人びとも参加して重要な役割を遂行していくのである。したがって，
地域社会の教育事業では，地域社会のだれもがいつでも教育事業に協力したり利用したりする
ことができるようにしていなければならないのである。
米国では1930年代に世界恐慌を契機としてコミュニティ・スクール (communityschooJ)運
動が提唱された。これは個人の自己啓発と民主主義的社会改革という二つの目標の同時達成を
目指す学校づくり運動理論である O 提唱者のオルセン (Olsen，B. G.， 1908一 )は地域社会を
学校の中に，同時に学校を地域社会の中に取り込むことによって，これまで遊離していた学校
と地域社会の聞に架橋しなければならないというのである。
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(4) 壁の外での成人教育(大学開放教育)
「壁の外で、の成人教育J (adult education bεyond the walls) とは通常は「大学成人教育拡張
講座J (university adult extension classes) に限定されて使用されているのである。大学所属
教員が地域社会の中で講師として講座を担当するのである。また大学が，地域社会からの経費
等の補助金を得て，自由教養的成人教育提携講座を定時制の講師を雇用して運営することもあ
るc なお日本では十会曜日などに地域社会の人びとに大学の講座を無料で公開して地域に貢献し
ているのである O
英国では放送大学の開設以来，受講者が面接指導を受けるために，非定型的に共同で集合学
習を行なうようになっている。マルチ・メディアの発達によって 自主的な学習者集団が今後
ますます増加してくる傾向がみられる。しかし放送大学は地域社会教育に分類するよりは高等
教育の新形態と見る方がよし叶、もしれない。
地域社会教育の決め手になる条件は，次に示す通りである。
(a)地域社会が学習への要求と共通の動機づけを持っていて，地域社会文化の製作者となって
いることである。
(b)地域社会の教育資源が要求と共通の動機づけの接着剤となっていて，地域社会の共通の利
益に役立てられるようになっていることである。
(c)地域社会の教育において，教師と学生と一般住民がそれぞれの役割を相互に交代して相互
に学習しあえるようになっていることである。
地域社会の中に社会的特権の多い人と少ない人が存在することは，資本主義社会ではしばし
ば見られる現象である O 地域社会の教育資源を社会的特権の少ない人びとにもできるだけ向け
ていくことは社会政策と教育扶助の問題である O 地域社会教育がこのような社会的不平等を是
正していくための教育であるとすれば，それは成人教育や成人基礎教育や移民者教育などとほ
とんど同じものになってしまうのである O
そうであれば地域社会教育の目的は近隣社会での生活水準の向上や環境の質の改善を目指す
運動であるということになる。その場合には地域社会教育は人生初期教育における優先課題と
なるのであり，また地域の教育資源の配分の問題にもなるのであり，さらにすべての年代の人
びとの教育と余暇への参加過程であるということになるのである。かくして地域社会教育は特
定の住民に対して，そこでの人間関係と社会生活の質を豊かに向上させていくために，相互に
学習し理解しあえるようにするための計画的事業であるとともに，同時に地域社会活動ででも
あり，また地域開発教育ででもあるということができるのである。
6 学習社会
地域社会教育が特定の地域に生活している特定の住民を対象とした教育であるのに対して，
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学習社会(Jearningsociety) とは地域社会よりも地理的空間の範囲を広く取りあげたものであ
り，時間的には未来志向の理想的社会の理念である O これはあらゆる教育政策的理念を総合的
に捉えたものであるということができるのである O
学習社会の理念は，現代の急激な科学技術の革新によって，だれもが生涯のあらゆる時期を
通じて学習を行なったり，また学習機会を拡充したりする必要が起こってきた社会状況から生
まれてきたのである O もし生涯学習のための施設が不足していたり，そのための社会的条件の
整備が遅れていたりしているならば，人びとは学習意欲を満足させることができなくなった
り，欲求不満に落ち込んでしまうことになる。それゆえ21世紀の世界の各国政府は総合的生涯
教育政策を企画し実施していかなければならないのである。
ハッチンス (Hutchins) は，学習杜会とはだれであっても教育施設において自由教養教育を
受けることができるようになることであり，そのうえ教育施設やその他の施設においても，さ
らに自由教養教育を継続して受けることができるようになっている社会であるというのであ
る。またそれは本職の真理探究の場としての大学や，独立した思想、と批判の拠点としての専門
学術機関が存在していて，つねに価値が進歩し，発展している社会なのである O 世界を視野に
入れた地域社会での学習は文明化されていて，人間性を尊重する過程であって，そのような学
習社会が教育の本来の姿なのである。
学習社会の基礎は，学習ということ自体に価値があると認められていること，学習が標準化
されていて普遍的であること，また教育がすべての市民の天賦の人権として認められていると
いうことである。それゆえ学習社会の基礎条件は，学習者本位であるいうことと，また学習に
対する壁がいっさい無いことであり，弾力的で生涯にわたる教育体系が十分に整備されている
ことなのである O 学習社会は万人があらゆる学習を全日制または定時制で利用できるように組
織化された社会である。
ボッシャー (Boshier，H.) (1 -52) によれば，学習社会は現行の教育制度の大枠を維持し
たままで，単に学習計画を補充する程度では実現することはできないのである。学習社会は用
意周到な教育政策のもとで，人生初期教育における教育課程の目標の変更を必要とするのであ
る。たとえ学習社会が出現したとしても，厄介な障壁がその前途に立ちはだかっているのであ
る。その障壁の例としては，第 Iに教育は学習より他の目的を持つべきであるという思想であ
るO 第2に教育は単に人生初期教育だけでよいというような思想である。第 3に余暇は創造的
ではないし，価値の無いものであるという思想である。そのような思想の障壁があるために，
一般には余暇を過ごしている人は常習仮病人であるとみられたりするのである O
しかし余暇と教育とはまったく別のものであるのかどうかということについては，欧米諸国
での学校 (school，Schule， ecole) という用語がいずれも古代ギリシャ語のスコレ (skhole)，す
なわち「知識探究に費やされる余暇」という意味を語源としていることを考慮すると，きわめ
て意味深長であるといわざるをえないのである O とりわけ21世紀の日本の学校は「学校」本来
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の意味に復帰することが，学校教育における「個性重視の尊重」とともに，社会教育における
「生涯学習社会への移行」を実現していくためには重要である。
学校教育と社会教育を連携させたり融合するにあたっては，伝統的な人生初期完結型教育は
学習社会の実現のためには妨げになるのである C 教師が学習者を常に指導するということは，
世代聞の文化伝達作用にとらわれ過ぎた思想であり，それよりも学習者が生涯を通じて学習す
ることができるようにするということが，今日の社会状況や文化状況に適切に対応することに
なるのである O とりわけ21世紀の学校教育は児童生徒が学習することの楽しみと，そのための
学び方の技能を習得できるように支援していくことが重要なのである。
7 万人対象の生涯学習
(1)生涯学習の意義と目的
経済協力開発機構 (OECD) は現在の教育訓練制度の全般的改革を要求し，生涯学習事業政
策の推進を要請している o 1995年5月の加盟国閣僚級会議は生涯学習政策を教育訓練政策の理
念として採択することを決議している O
生涯学習とは人間の全生涯にわたって学習機会を活用できるようにすることであり，また広
範な基盤で就学できる学習機会の提供は，現代社会の最重点事業と位置づけられる政策的課題
である O そのうえ生涯学習事業が万人対象という厳しい条件を加えているのは，生涯学習の機
会の保障が社会の特権集団にのみ限定することが，社会統合の崩壊という今日の社会としては
到底容認できない分裂を引き起こすことになるからである。
21世紀の地球社会は万人対象の生涯学習を緊急に必要としている。とりわけ経済協力開発機
構の加盟諸国は，万人対象の生涯学習事業の条件整備を図っていかなければならないのであ
る。実際には生涯学習事業政策は単独の政策ではなくて多様な政策になると予想される。国家
聞や地域圏ごとに違いがあるし，企画・執行・評価という政策執行の各段階の活動内容もきわ
めて複雑なものになるからである。そのために一般的な生涯学習事業の基本理念をあらかじめ
定義しておくことが必要である。
経済協力開発機構の加盟諸国によって合意された生涯学習制度の基本目的(3 -87)は，次
に示す通りである O
①個性開発
生涯学習事業は個人の人間性を豊かに開発させていくような学習を推進していくのである。
生涯学習政策は個人を中心として個人の幸福を実現させていくことによって，個人の人格の完
成を図っていくのである。したがって生涯学習事業の質と範囲は，一人ひとりの学習者に対す
る大幅な選択と機会の提供によって 一人ひとりの学習への興味と要求を調整するということ
になるのである。
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②社会統合
生涯学習事業は，今日でも依然として学習が少数の選良者の特権にとどまっていることや，
杜会的分裂を阻止し後退させるためには，万人対象の生涯学習の機会の拡充が必要であるとい
うことなどを考慮して，生涯学習制度の整備によって，経済協力開発機構の加盟諸国における
民主主義的社会基盤の強化のための再統合を推進していくことができるようにすることであ
るC
③経済成長
生涯学習事業は技能養成のための投資条件の改善や，公正と効率と弾力性の改善や，生産性
の向上や，経済成長や，雇用創出の促進等の基盤づくりを遂行していかなければならないので
ある O
問題は経済協力開発機構の加盟諸国が生涯学習事業経費を賄うことかできるかどうかではな
くて，その経費を支出することができないということなのである O
このような財政上の問題を解決していくにあたっての留意点は，次に示す通りである O
①万人対象の生涯学習事業が今日の経済協力開発機構の加盟諸国の重要問題となっている理
由とは何かを解明する O
②生涯学習事業の理念が1960年代以後において，どのように展開してきたかを解明する。
③生涯学習事業がその事業目的を実現し成功させるにあたって直面する障壁とは何かを解明
する O
④生涯学習事業の実現のための戦略的要因とは何かを解明する。
(2)リカレン卜教育から生涯学習ヘ
経済協力開発機構の加盟諸国における長期にわたる経済の成長と繁栄の基礎は，個人や経済
や社会の文化の包括的な目的を実現していく生涯学習であるということは，今日では広く認識
されてきている。
1960年代以後から経済協力開発機構はリカレント教育を政策的理念として提唱し推進してき
たのである O リカレント教育とは義務教育後または基礎教育後の人びとを対象とした総合的教
育対策である。その主要な特質は，学校と産業社会を交互に循環することの繰り返しによっ
て，個人の全生涯にわたる教育の普及ということである。さらに労働やその他の活動からの転
職のための再教育や，余暇教育や，退職後教育等の普及も含まれるのである O
リカレント教育の目標は，すべての既存の教育組織の再編成であり，その結果教育への門戸
を万人に全生涯にわたって開放し利用できるようにすることである O そのためには，義務教育
後の教育の門戸は万人に対して生涯における適切な時期に開放されていなければならないので
ある O さらに定型的・制度的教育と労働は交互に循環を繰り返していくようにしなければなら
ないのである。かくして成人はだれであっても有給学習休暇の請求権をもつことができるよう
になるのである O
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このようなリカレント教育の基本原理(3 -88) は，次に示す通りである。
①学校教育と成人教育との補完関係を促進していくのである O
公的な資格は所定の学業の修了の結果としてではなくて，個人の生涯を通じての発達と成
長の過程として認定されることになるのである O
②後期中等教育段階の高等学校教育課程を改革していくのである。
後期中等教育段階の最終学年においては，生徒に対して高等教育段階での継続教育か，就
職して労働生活へかの実際的な選択をさせることになるのである。
③初等教育段階と中等教育段階には補償教育を導入していくのである。
④高等教育段階における成人の参加と労働経験の単位認定と大学開放を促進していくのであ
る。
⑤定型的・制度的成人教育施設をさらに広く一般市民に拡充していくのである。
⑥定型的・制度的教育機関における完結段階を廃止する。あらゆる教育課程はそれとは別の
教育課程に連結していくことになる。
⑦後期中等教育段階および高等教育段階における定型的・制度的教育と労働との関係を改善
していくのである。これは有給学習休暇や出産・育児休暇や社会的公認休業期間(妊娠時
および定職に就業していない時期)における家計収入の維持を保証することになる。
リカレント教育は生涯学習を実現していくための基本方針として策定されたものであるか
ら， リカレント教育と生涯学習とのちがいは単に生涯という長期間にわたる教育であるか，そ
れとも生涯の特定の時期に限定された教育であるかということにすぎないのである。いずれに
せよ当初のリカレント教育の政策理念と今日の万人対象の生涯学習の政策理念には相当な違い
がみられるのである。それは両方の理念の違いというよりも むしろ理念を実現していくため
の条件整備上の重点の違いから起こってきたのである O 要するに，教育または学習についての
理念が変化したということではなくて，生涯学習政策の企画や執行や評価(説明責任)等に係
わる経済的，社会的な条件整備面での変化が起こったということである。
(3)万人対象の生涯学習の社会経済的背景
リカレント教育は定型的・制度的教育と労働との連携や統合を重視したが，生涯教育からみ
ると生涯教育過程の中断という場合もみられたのである。それゆえ人生初期段階の定型的・制
度的な学校教育を，生涯のすべての時期へ延長するための選択肢として拡充することが必要に
なってしまったのである O
それに対して，今日の万人対象の生涯学習という政策理念は，定型的・制度的な学校教育の
役割をあまり過大に見るのではなくて，むしろ地域社会の生涯学習センターや公民館や博物館
や図書館や企業内外の教育訓練等の多様な学習の場における非定型的・制度的な学習や，家庭
のような非定型的・非制度的な教育の役割を重視するようになったのである。
リカレント教育と生涯学習とでは政府の役割をどのようにとらえるかという点で著しい違い
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がある。リカレント教育では定型的・制度的教育を重視したために，教育制度の組織化や経営
や財政的支援にあたって，政府に過大な役割を負担させることになったのである O しかし1980
年代以降の世界では，大きな政府よりも小さな政府への傾向が大勢となり，政府と民間との協
力関係(パートナーシップ)や責任分担が表舞台へ登場してきたのである。
このような教育政策の転換は，継続的職業訓練の発展， とりわけ公共予算による経費の全額
または一部を財政的に措置する教育施設における定型的・制度的な成人教育の拡充ではなく
て，むしろ現職研修の強化という傾向を反映しているのである。
労働を中断して定型的・制度的教育に復帰することを断続的に反復するという当初のリカレ
ント教育政策は，就労期の学習の支援や，就労期の労働の支援を推進していくという学社連
携・融合政策に転換したのである。そのうえ17歳または18最までの中等教育の保障，また高等
教育の拡充は今日の教育先進国では万人が認めざるを得ないようになったのである。
かくして万人対象の中等教育は，万人対象の生涯学習を実現するための政策の重要な基礎条
件となったのである。しかし学習活動における受益者負担主義とか，雇用者と労働者による経
費の折半とか，有給学習休暇制度の採択の先延ばし等の措置を取る国も多いのである。そのた
めに行政当局の説明責任(アカウンタピリティ)とか，学習者による選択とか，学習市場の需
給関係や，社会需要というようなリカレント教育の重要な概念が成人対象の教育訓練事業や学
習事業の鍵になってきたのである。このような生涯学習政策の動向は，成人教育行政の公平性
や効率性や弾力性という原理とも関連しているのである。
1960年代以後の経済協力開発機構加盟国の教育政策の変化からみると， リカレント教育は垂
直的には教育による進歩の手段の確立ということと，また水平的には広範な社会政策の中に教
育を位置づけるという二つの政策課題に取り組むことになったのである。
しかしこのような課題に積極的に取り組んだ政府があったとしても，その課題を効果的に実
現していくための仕組みを持っている政府は少なかったのである。そうはいっても，各国政府
の取り組みが無益だったというわけではない。リカレント教育政策の理念は各国政府の教育政
策や教育実践の中にしだいに浸透して行ったからである。
(4)生涯学習の意義
生涯学習とは何かということにつしhては，今日でもさまざまな立場から解釈されている。一
般には生涯学習の解釈は，生涯学習論者自身の哲学的または政治的な価値観によって大幅に変
動する傾向がある。しかしここではさまざまな生涯学習論に共通にみられる中核的な要素を取
り出してみることにする O
①生涯学習は教育と学習を特定の目的を達成するための手段として見るような価値観ではな
くて，それ自体本質的な目的として捉えようとする価値観を強く支持している O
②年令，性別，雇用先の職場内の地位にかかわらず，普遍的な学習機会の保障が必要である
という共通の要求がある。
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③教育施設の設置場所に制限されることがなく，多様な場所での非定型的・制度的な学習が
重要であるという共通の認識がある。
④生涯学習は教授と学習の意味と方法がきわめて多様であるという点で，伝統的学習とは
違ってし通るのである。
⑤生涯学習は自己決定的で自主的な学習を学習者が行なっていけるような動機づけと能力づ
くりを促進していくのである。
⑥生涯学習は伝統的な人生初期段階完結型(フロント・エンド)教育を批判して，その選択
肢として登場してきたのである。それゆえ16哉とか18最の中等教育卒業の時点とか， 22哉
の大学学部卒業の時点で教育が完了するのではなくて，生涯の全時期にわたって意図的・
計画的な学習を継続していくということになったのである。
したがって生涯学習の特質として，第 1に生涯学習はリカレント教育であるということがで
きるのである。生涯学習では意図的で計画的な組識的な，定型的・制度的教育施設および非定
型的・制度的学習活動に何回でも復帰できる機会が保障されることになるのである。第2に個
人と企業雇用者と政府は最新の知識や技能に対する社会的で経済的な要請を十分に認識するよ
うになってきているということである O ただし生涯学習は生涯学習権を行使することまで保障
しているのではなくて，生涯学習への参加の必要条件として見ているということである。この
点では生涯学習はリカレント教育より企業や政府の役割を少し抑制気味にみていることになる
のである。
いずれにせよ，学宵は定型的・制度的な教育訓練だけに結びついているわけではない。人び
とは学習を学校などの教室の中だけではなくて，労働の場や，他の人びととの会話や，テレビ
の視聴や，運動競技や，あらゆる人間活動を通じて行なうのである。それゆえ生涯学習の場は
非定型的・制度的教育の場も含まれるのであるが，現時点では生涯学習は組織的で構造的で意
図的な，学習効果の測定可能な学習活動に集中する傾向がみられるのである O
「消費としての学習J (3-90) という言葉は経済的能力を強化するということよりも，生
活の質的向上に直接に貢献する活動であるということもできるのである。「消費としての学
習」と「投資としての学習」はその時間的な展望が違っているのである O もし教育活動が直接
的な満足の充足をねらいとしているのであれば，その時の学習は消費的学習である。もし未来
の満足か有用性の充足をねらいとしているのであれば，その時の学習の選択は投資ということ
によって動機づけられていることになるのである O
学宵を消費と投資という観点から捉える場合には 二つの問題点がある。第 lに学習者は多
様な学習動機を持っているということである。労働として行なわれる学習でさえ，社会奉仕と
いう動機で行なわれることがある。他方では余暇活動に関連した学習であっても，職場内での
信頼感情の達成に多大の貢献をすることがある。第 2に学習はどんな動機づけで行なわれるに
せよ結果的には多様な目的の達成に役立つことがあるということである。生涯学習の発展は
? 、
?
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育児や幼児教育や初等中等教育とともに，長期にわたる自立的で自活的な学習の技能と習慣を
発達させていくのである。生涯学習は個人および政策当局の選択や，学習資源の再分配の可能
性や，全日制の学校教育における学習の延長に係わるのである。生涯学習では特に個人と社会
の両方に関与する「態度」を重視するのである。
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